
匠技を極めた匠

─まずは『ポリーテック』さんの業容
から伺います。
　当社は創業以来、27 年にわたって地
元・愛知に密着しながら、『パナソニック』
の認定取付設置店として、システムキッ
チン・システムバスの設置をはじめ、床・
木製建具・家具・防音室・水回りリフォー
ム一式工事などを手掛けています。
─住宅設備工事のプロフェッショナル
なわけだ。浅野社長はどういった経緯で
現在のお仕事に就かれたのでしょう。
　学業修了後、建築会社に入社し、職人
として腕を磨き始めたのが社会人として
の一歩目です。日々研鑽を積む中で、私
が勤める会社が、マンションなどで使用
される家具や建具などを設計・製造・設
置する会社と新たに取引を始めることに
なりましてね。社長から ｢そちらの会社
でも修業を積んできなさい｣ と言われ、
現場管理の仕事を経験したことが、今の
仕事につながっています。その後、バブ
ル後半に差し掛かって会社の経営状況が
厳しくなってきたことから、27 歳の時

に独立に踏み切りました。
─お若くして独立されたのですね。不
安はありませんでしたか。
　幸運なことに、私はとても人に恵まれ
ており、仕事を通じて知り合った方々が
手を差しのべてくれたんですよ。また、
困った時には経験豊富な先輩経営者が相
談に乗ってくれて、適切なアドバイスを
下さり、ありがたいことに事業が徐々に
軌道に乗っていきました。支えて下さっ
た方々がいなければ、今の私はありませ
んから、感謝してもしきれません。
─人に恵まれるのは、それだけ社長が
普段から相手を大切にされているからで
しょう。人付き合いをする上で、心がけ
ていることを伺っても？
　｢敵をつくらない」ことを第一にして
います。たとえ自分とは肌が合わなくて
も、将来その人の助けを必要とすること
があるかもしれません。ですから知り
合った方にはなるべく味方になってもら
えるように、それが無理でも敵にはしな
いように─そのためにも普段から誰か
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ゲストコメント
「敵をつくらず、相手を尊重し、真摯に接することを大切にしておられる浅野社長。
社長のこうした考えや性質は子どものころから変わらないそうで、やんちゃな幼
少期でも弱い者いじめをせず、勉強ができる子から、いたずら好きの子まで幅広
い交友関係を持っていたそうです。そうした色んな方と付き合ってきた経験が今
に活きているからこそ、個性豊かな職人さんたちと分かり合え、人脈が一つの力
となって、今の『ポリーテック』さんがあるのでしょうね」
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システムキッチン、システムバスな
ど、『パナソニック』製住設機器の
販売施工を手掛けている『ポリー
テック』。年間施工実績 2,100 件以
上を誇り、地元に密着しながら、優
れた技術力を持つ職人たちが納める
確かな仕事は、多くの顧客から高い
評価を得ている。本日はタレントの
黒田アーサー氏が同社を訪問。浅野
社長に仕事に懸ける情熱や共に働く
仲間への想いなどを伺い、その人物
像に迫った。

▲共に仕事に励まれているスタッフの皆さんと、飲み会の席での一枚

に肩入れするのではなく、中立的な立場
でいることを心がけています。
─職人の世界では皆さんそれぞれ主義
をお持ちでしょうし、難しいことだと思
います。御社が長く安定的に発展してい
る理由の一つには、そうした普段からの
姿勢も挙げられるでしょうね。ところで
現在スタッフさんは何名ほどおられて？
　15 名ほどいます。当社のスタッフは
皆仕事に対する意識が高く、技術もとび
きり優れている私の自慢の職人たちなん
ですよ。建築現場では、自社の職人だけ
でなく他社の職人とも一緒に働くことが
多く、横のつながりもあって、優れた職
人さんとは定期的に連絡を取り合いま
す。そうして共に現場に出ると、誰が良
い仕事をするかといったことが自然と目
につきます。ですから、職人を採用する
際は、私が自分の目で見て ｢この人は仕
事ができる｣ と思った人だけに声を掛け
ているんですよ。とは言え、もちろん他
所で働く方を引き抜くことは絶対にしま
せん。ただ、建築業界は浮き沈みが激し

く、先日まで好調だった企業が、いつ何
時躓いてしまうか分かりません。一つの
会社が倒産すれば、かなりの数の職人が
路頭に迷うことになりますから、そう
いった時に限り、ご縁だと思ってお声掛
けさせていただくんです。
─なるほど。そうして揃った人材は経
験豊富で優秀な精鋭ばかりでしょうね。
　ええ。私も安心して現場を任せられま
すね。日々頑張ってくれているスタッフ
皆のためにも、私は 2年ほど前から経営
の仕事に徹して、彼らが最高の仕事を納
められるような環境づくりを行っている
ところなんですよ。
─現場一線で活躍されていた社長です
から、現場に戻りたいのでは？
　もちろん戻りたいです（笑）。ただ、
ありがたいことに今は 1日に 80 件ぐら
いの電話が入り、その打ち合わせや対応
で 1日が終わってしまうほど多くの依頼
をいただいています。誰かが裏方に徹し
なければ、次の仕事に支障を来してしま
いますし、そういったことは絶対にあっ

てはいけないので、私は今の形で会社を
守っていこうと思います。
─現場から社内にフィールドを移され
ても、会社やスタッフさん、お客様を思
う気持ちは変わらないのですね。お話は
尽きませんが、最後に今後の目標を。
　『パナソニック』の認定取付設置店と
しては全国トップを目指し、さらに仕事
の幅を広げていくためにもリフォーム工
事の事業も本格化させていこうと考えて
います。当社がリフォーム工事も手掛け
られれば、工期短縮やコスト削減など、
お客様にもメリットが増えると考えてい
るんですよ。そのためにも、まずはリ
フォーム工事ができる高い技術力とプロ
意識を持った職人を集めることから準備
を始めていこうと思います。
　また、現在は建築業界全体で若い職人
が少なくなってきており、当社では若い
人材の発掘と育成にも注力しています。
そして当社だけでなく垣根を超えて取引
先様の若手社員の育成にも寄与し、取引
先様も盛り上げていければ嬉しいです。�
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スタッフとの絆が財産
　スタッフが安心して現場に向き合え、最高の仕事を納められるような環境
づくりに日々取り組んでいる浅野社長。そのスタッフを誰よりも大切にする
姿勢を形づくるきっかけとなった出来事は、社長の勤務時代に遡る。当時、
業界に入ったばかりのころ、｢見て覚えろ｣ の職人の世界で仕事を教えてく
れる人がおらず、社長はとても苦労しながら技術を身に付けたという。そう
した苦労があって、現在は誰よりも優れた技術を持っている社長だが、スタッ
フには同じ苦労を味わわせたくないと、若手に対しては丁寧に教えるように
心がけているそうだ。また、後継者についても、社長は血縁にはこだわらず、
スタッフの中から ｢継ぎたい｣ と思う者が出てくれば、その人に任せてもい
いと考えている。そうした社長の想いが伝わっているからだろう。スタッフ
たちは日々、高い志で以て良い現場を納めることで社長の気持ちに報いてお
り、それが好循環となって会社の発展につながっている。社長とスタッフの
お互いを想う気持ち─それこそが同社の何よりの強みなのだ。
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